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ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
※
）

に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
薬
代

の
自
己
負
担
額
が
い
く
ら
軽
減

で
き
る
か
を
試
算
し
た
「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知

書
」
を
送
付
し
ま
す
。
切
り
替

え
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
※
）ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

＝
一
般
的
に
低
価
格
で
あ
り
な

が
ら
、
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）

と
同
一
の
有
効
成
分
を
含
み
、

同
等
の
効
き
目
が
あ
る
と
国
に

認
め
ら
れ
て
い
る
後
発
医
薬
品

　
【
送
付
時
期
】６
月
下
旬
と　
１２

月
中
旬

　
【
通
知
対
象
】生
活
習
慣
病
な

ど
の
医
薬
品
が
処
方
さ
れ
て
い

る
方
で
、
薬
代
が
一
定
金
額
以

上
軽
減
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保

険
者
　
【
ご
注
意
】技
術
料
や
管
理
料

な
ど
に
よ
っ
て
は
、
自
己
負
担

の
総
額
が
軽
減
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
が
な
い
場
合
や
処
方
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
▼
切

り
替
え
の
際
は
、
主
治
医
や
薬

剤
師
と
十
分
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
　
【
送
付
元
】東
京
都
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】同
通
知
書

に
記
載
の
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

　
詳
し
く
は
保
険
年
金
課
高
齢

者
医
療
係
☎
４
７
０
・
７
８
４

６
へ
。

　
生
計
が
困
難
な
方
や
生
活
保
護

を
受
給
し
て
い
る
方
に
対
し
て
は
、

申
請
し
て
承
認
を
受
け
る
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
た
だ

し
、
都
や
市
区
町
村
に
申
し
出
た

事
業
者
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に

限
り
、
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　
【
軽
減
内
容
】介
護
サ
ー
ビ
ス
に

掛
か
る
費
用
の
利
用
者
負
担
・
食

費
・
居
住
費
（
部
屋
代
）
の
各
負

担
を　
％
（
老
齢
福
祉
年
金
受
給

２５

者
は　
％
）
軽
減
。
生
活
保
護
受

５０

給
者
は
居
住
費
（
部
屋
代
）
負
担

の
み
軽
減
（
全
額
）

　
【
対
象
と
な
る
方
】次
の
①
～
⑤

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
ま
た
は

生
活
保
護
受
給
者

　
①
市
民
税
・
都
民
税
非
課
税
世

帯
で
、
年
間
収
入
が
１
人
世
帯
の

場
合
は
、
１
５
０
万
円
（
世
帯
員

が
１
人
増
え
る
ご
と
に　
万
円
を

５０

加
え
た
額
）
以
下
②
世
帯
の
預
貯

金
な
ど
の
額
が
１
人
世
帯
の
場
合

は
、
３
５
０
万
円
（
世
帯
員
が
１

人
増
え
る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を

加
え
た
額
）
以
下
③
日
常
生
活
に

供
す
る
以
外
の
活
用
で
き
る
資
産

が
な
い
④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族

な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
⑤
介

護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

　
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は

介
護
福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
介
護
サ
ー
ビ
ス

係
☎
４
７
０
・
７
７
５
０
へ
。

　
介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
う
ち
、
市
民
税
・
都
民
税
が

非
課
税
の
方
は
、
食
費
・
居
住
費

（
部
屋
代
）
の
軽
減
制
度
（
負
担

限
度
額
認
定
）
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
軽
減
制
度
を
受
け
る
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。

◎
負
担
限
度
額
＝
所
得
区
分
に
応

じ
て
食
費
・
居
住
費
（
部
屋
代
）

の
負
担
限
度
額
（
施
設
に
支
払
う

１
日
当
た
り
の
自
己
負
担
額
の
上

限
）
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
左

表
１
参
照
）

◎
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
＝
施
設

サ
ー
ビ
ス
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
介
護

医
療
院
・
地
域
密
着
型
介
護
老
人

福
祉
施
設
）
▼
短
期
入
所
サ
ー
ビ

ス
（
短
期
入
所
生
活
〈
療
養
〉
介

護・介
護
予
防
短
期
入
所
生
活〈
療

養
〉
介
護
）

◎
認
定
要
件
＝
世
帯
全
員
が
市
民

税
・
都
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

▼
住
民
票
上
の
世
帯
が
異
な
る

（
世
帯
分
離
し
て
い
る
な
ど
）
場

合
の
配
偶
者
が
市
民
税
・
都
民
税

非
課
税
で
あ
る
こ
と
▼
預
貯
金
な

ど
が
単
身
で
１
０
０
０
万
円
以
下
、

夫
婦
で
２
０
０
０
万
円
以
下
で
あ

る
こ
と

　
な
お
、「
第
２
段
階
」「
第
３
段

階
」
の
利
用
者
負
担
段
階
（
負
担

限
度
額
）
の
判
定
に
、
非
課
税
年

金
（
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
）
が

収
入
と
し
て
算
定
さ
れ
ま
す
（
左

下
表
２
参
照
）

◎
申
請
に
必
要
な
書
類
＝
負
担
限

度
額
認
定
申
請
書
兼
同
意
書
▼
通

帳
の
写
し
（
銀
行
名
・
名
義
人
・

最
終
残
高
な
ど
が
分
か
る
直
近
２

カ
月
以
内
の
も
の
）
▼
そ
の
他
、

預
貯
金
等
に
含
ま
れ
る
も
の
が
確

認
で
き
る
書
類（
左
下
表
３
参
照
）

更
新
の
方
に
は 

申
請
書
を
送
付
し
ま
す

　
現
在
、
軽
減
制
度
を
利
用
し
て

い
る
方
（
負
担
限
度
額
認
定
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
）
の
負
担

限
度
額
認
定
の
有
効
期
限
は
７
月

　
日
（
火
）
で
す
。
対
象
の
方
に

３１は
、
６
月
末
ま
で
に
「
更
新
申
請

の
お
知
ら
せ
」（
申
請
書
同
封
）を

送
付
し
ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

利
用
者
負
担
第
４
段
階
の
方 

に
対
す
る
特
例
減
額
措
置

　
次
の
①
～
⑥
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方
は
、
利
用
者
負
担
第
４

段
階
で
も
、
食
費
か
居
住
費
（
部

屋
代
）、ま
た
は
そ
の
両
方
に
つ
い

て
利
用
者
負
担
第
３
段
階
の
負
担

限
度
額
を
適
用
し
ま
す
。

　
【
要
件
】①
世
帯
の
構
成
員
が
２

人
以
上
②
介
護
保
険
施
設
に
入
所

（
入
院
）
し
、
利
用
者
負
担
第
４

段
階
の
食
費・居
住
費
（
部
屋
代
）

を
負
担
し
て
い
る
（
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
除
く
）
③
世
帯
の
年
間
収

入
か
ら
、施
設
の
利
用
者
負
担（
施

設
サ
ー
ビ
ス
費
・
食
費
・
居
住
費

〈
部
屋
代
〉
の
年
額
合
計
）
の
見

込
み
額
を
除
い
た
額
が　
万
円
以

８０

下
④
世
帯
の
現
金
、
預
貯
金
等
の

額
が
４
５
０
万
円
以
下
⑤
世
帯
が

そ
の
居
住
の
用
に
供
す
る
家
屋
、

そ
の
他
日
常
生
活
に
必
要
な
資
産

以
外
に
利
用
し
得
る
資
産
を
所
有

し
て
い
な
い
⑥
介
護
保
険
料
を
滞

納
し
て
い
な
い

　
負
担
限
度
額
の
適
用
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方
は
介
護
福
祉
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
介
護
サ
ー
ビ
ス

係
☎
４
７
０
・
７
７
５
０
へ
。

表１　介護保険施設における１日当たりの段階別負担限度額（円）
居住費（部屋代）

食費

区分段階

多床室
（※２）

従来型個室
（※２）

ユニット
型個室的
多床室

ユニット
型個室

利用者
負担段階所得区分

８４０１,１５０
１,６４０１,９７０１,３８０基準費用額

（※１） （３７０）（１,６４０）
軽減なし（施設との契約額を支払います）第４段階世帯課税者

住
民
税

３７０
８２０

１,３１０１,３１０６５０第３段階
合計所得金額と公的年
金収入額（課税年金・
非課税年金）が年間８０
万円超

世
帯
非
課
税
者

（１,３１０）

３７０
４２０

４９０８２０３９０第２段階
合計所得金額と公的年
金収入額（課税年金・
非課税年金）が年間８０
万円以下 （４９０）

０
３２０

４９０８２０３００第１段階
老齢福祉年金受給者

（４９０）生活保護受給者など
※１　基準費用額とは、施設の平均的な費用を基に国が算定したものです。
※２　カッコ内は介護老人保健施設および介護医療院の場合です。

表２　非課税年金の例
非課税年金に含まれるもの（社会保険料を
拠出した対価として支払われるもの）

国民年金、厚生年金、共済年金の各制度に基づく遺
族年金・障害年金（名称に「寡婦」「かん夫」「母子」
「準母子」「遺児」とあるものを含む）

非課税年金に含まれないもの

上記に該当しない年金のほか「弔慰金」や「給付金」

表３　預貯金等の資産の例
確認方法

（価格評価を確認できる書類の入手が容易なものは添付が必要）
預貯金等に含まれるもの

（資産性があり、換金性が高く、価格評価が容易なものが対象）
通帳の写し（インターネットバンクは口座残高ページの写し）預貯金（普通・定期）
証券会社や銀行の口座残高の写し（ウェブサイトの写しも可）有価証券（株式・国債・地方債・社債など）
購入先の銀行などの口座残高の写し
（ウェブサイトの写しも可）

金・銀（積立購入を含む）など、購入先の口座残高によって
時価評価額が容易に把握できる貴金属

銀行、信託銀行、証券会社などの口座残高の写し
（ウェブサイトの写しも可）投資信託

自己申告タンス預金（現金）

　
地
域
の
現
状
や
課
題
な
ど
を
把

握
し
、
皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
す

る
た
め
、「
市
長
座
談
会
」を
開
催

し
ま
す
。
日
ご
ろ
の
生
活
の
中
で

感
じ
て
い
る
思
い
や
意
見
を
市
長

が
直
接
お
聞
き
し
ま
す
。
気
軽
に

参
加
し
て
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
【
日
時・会
場
】
下
表
の
通
り

　
【
そ
の
他
】手
話
通
訳
が
必
要
な

方
は
、
開
催
日
の　
日
前
ま
で
に
、

１０

住
所
・
氏
名
・
フ
ァ
ク
ス
番
号・電

子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
（
４
７
２
・
１
１
３
１
）、

ま
た
は
電
子
メ
ー
ル（seikatsubu

nka@
city.higashikurume.lg.jp

）

で
生
活
文
化
課
宛
て
送
信
を

　
当
日
直
接
会
場
へ
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
３
８
へ
。

会場日時
西部地域センター
第二講習室

７月７日（土）午前９時半から
（９時から受け付け）

南部地域センター
講習室１

７月２２日（日）午前１０時半から
（１０時から受け付け）

東部地域センター
講習室

８月１９日（日）午前１０時から
（９時半から受け付け）

生涯学習センター
集会学習室１

８月１９日（日）午後２時から
（１時半から受け付け）
※生涯学習センター以外の会場には駐車場がありません。
※１回９０分程度を予定しています。

　
「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

東
久
留
米
市
長
の
資
産
等
の
公
開

に
関
す
る
条
例
」
の
規
定
に
よ
り
、

ど
な
た
で
も
市
長
が
作
成
し
た
報

告
書
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

　
【
閲
覧
で
き
る
報
告
書
】資
産
等

補
充
報
告
書（　
年
末
時
点
）、所

２９

得
等
報
告
書（　
年
分
）、資
産
等

２９

報
告
書（
２
期
目
就
任
時
点
）、関

連
会
社
等
報
告
書
（　
年
度
開
始

３０

時
点
）

　
【
閲
覧
期
間
】７
月
２
日（
月
）か

ら
。
時
間
は
午
前
８
時
半
～
午
後

５
時（
正
午
～
午
後
１
時
と
土
曜・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
【
閲
覧
場
所
】総
務
課（
市
役
所

４
階
）

　
※
７
月
２
日
（
月
）
以
降
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き

ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
庶
務
担
当
☎
４

７
０
・
７
７
１
４
へ
。

く
の
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
入
り
や

す
い
ク
ラ
ブ
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
と
伺
っ
て
お
り
、

会
長
を
は
じ
め
、
連
合
会
の
皆
さ

ん
の
ご
尽
力
の
た
ま
も
の
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
今

年
度
で
同
連
合
会
は
誕
生
か
ら　
５０

年
目
を
迎
え
る
節
目
の
年
と
伺
い

ま
し
た
。
そ
の
歴
史
に
心
か
ら
敬

意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
は　
の
２７

単
位
ク
ラ
ブ
が
集
ま
り
、
総
勢
約

２
０
０
０
人
規
模
の
団
体
で
す
。

健
康
増
進
や
生
き
が
い
づ
く
り
な

ど
活
発
に
活
動
さ
れ
て
お
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
行
っ
て
い
た

だ
く
な
ど
、
地
域
を
支
え
る
原
動

力
と
し
て
貢
献
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
４
月
現
在
の
市
の
高
齢
化
率

は　
・０
％
（
３
万
２
７
２
８
人
）

２８
と
な
り
、
昨
年
か
ら
０
・　

％
増

５３

加
し
て
い
ま
す
。
多
摩　
市
の
中

２６

で
も
３
番
目
の
高
齢
化
率
で
す
。

し
か
し
、
総
会
で
会
長
が
述
べ
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
元
気
な
高
齢

者
が
多
い
の
が
東
久
留
米
市
の

特
徴
で
す
。　

年
の　
歳
健
康

２８

６５

寿
命
（
要
支
援
１
以
上
の
認
定

を
受
け
る
ま
で
の
平
均
自
立
期

間
で
算
出
し
た
場
合
）
に
関
し

て
は
、
男
性　
・　

歳
、
女
性

８１

５６

　
・　

歳
と
多
摩　
市
の
中
で

８３

３１

２６

も
高
い
水
準
で
す
。

　
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
が
大
切
で
す
。
そ
の
中
で
も

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
活
躍
し
て

い
た
だ
け
る
環
境
が
大
切
と
な

り
ま
す
。
式
典
で
は
名
実
共
に

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
躍
し

て
ほ
し
い
と
エ
ー
ル
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
頑
張
る
シ
ニ
ア
の
皆

さ
ん
を
見
て
私
た
ち
も
頑
張
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

　
今
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
が
続
き
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
う

ぞ
お
元
気
で
東
久
留
米
を
盛
り

上
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
先
月
、
東
久
留
米
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
総
会
が
あ
り
、

名
称
が
「
東
久
留
米
市
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
」
に
変
わ
り
ま

し
た
。
こ
の
名
称
変
更
は
、
多 市長

市
長
の
資
産
等
報
告
書

市
長
の
資
産
等
報
告
書
のの

閲
覧
が
で
き
ま

閲
覧
が
で
き
ま
すす

市
長
座
談
会
を
開
催
し
ま
す
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み
ん
な
で
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ろ
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～
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ビ
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利
用
者
負
担
の
軽
減
に
つ
い
ててててててててててててててて

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

差
額
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

食
費
・
居
住
費（
部
屋
代
）の

軽
減
制
度（
負
担
限
度
額
認
定
）の
お
知
ら
せ

介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
方
（
入
所
者
）
へ


